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熱帯地域には，アリ植物と呼ばれるアリと密接な相利共生関係を持った植物が多く知られて

いる.アリ植物は，茎や葉を変形させて形成された空洞内をアリに営巣場所として提供し，アリ

植物に営巣する共生アリは，植物体の植食者からの被食防衛に寄与している.

東南アジア熱帯地域に分布するトウダイグサ科オオパギ(胎caranga)属の植物は， 20数種が知

られており，その内の多くの種に種特異性の高い共生アリとの密接な相利共生関係が知られてい

る.アリ共生のオオパギは茎の組織が中空になっており，その中を共生アリに営巣場所として提

供し，さらに葉 ・托葉に形成される foodbodyと呼ばれる組織を共生アリに餌として提供してい

る.

これらのアリ共生オオパギの中には，互いの存在が必須となる植物種もあり，被食防衛，営巣

場所をEいに完全に依存している種が存在し，共生アリの種によって，アリの防衛強度も様々で

ある.また，その一方でオオパギの中には茎の中にアリを営巣させない非アリ植物も存在し，そ

の多くも同じくアリとの相利共生系を持ち，花外蜜腺からの誘引物質に誘引されたアリが植物体

に随伴していることが多い.

また，オオパギを食する植食見虫は多種にil...V) ，広食性の直麹目，半麹目，鱗麹目幼虫，そし

て，専食性のペrhopala属シジミチョウ類及び，虫嬰を形成するタマパエ類などが知られ，これら

専食性の昆虫に関しては，種特異性の高い関係を持っと考えられる.

このように，各オオパギのアリ攻撃性の差異による防衛強度，及び化学防衛の強度の変化に伴

って，オオパギを食草として利用する植食昆虫も変化すると推測される.

本研究では，オオパギの葉に残る食痕に着目し，食痕の形状から植食者の種類を推定している.

アリ防衛，化学防衛に影響されるオオパギの種ご、とに異なる植食者の発生頻度 ・種構成を明らか

にするために，オオパギの種，樹齢，葉位ごとの，オオパギの資源利用マトリックスの作成を目

指す.
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